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単位：千円 

事   業   名 補正予算額 

（現計予算額） 

説            明 

 

【イノベーション推

進課】 

 

東北部工業技術セン

ター運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 29,321 

 (28,270) 

 

起 21,900 

 

㊀  7,421 

 

 

 

 

長１ 庁舎整備費 29,321 

東北部工業技術センターの老朽化に対応するための施設・設

備の整備について、ＰＦＩ方式により事業を実施する。 

 

0 → 29,321 

物価変動に伴うサービス購入料の改定および空調冷媒の規制

強化への対応による新庁舎整備費の増額 

 

[債務負担行為] 

期 間：令和８年度 

限度額：383,729 

内 容：ＰＦＩ方式により事業を実施している東北部工業技

術センター整備事業について、債務負担の追加を行

うもの。 

    ・物価変動に伴うサービス購入料の改定 356,137 

    ・空調冷媒の規制強化への対応        27,592 
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東北部工業技術センター整備事業の６月補正について 

 

１ 概要 

 令和８年７月の竣工を目指し、PFI手法（BT方式）で

進めている東北部工業技術センター整備事業につい

て、令和７年６月定例会議において補正予算案の計上

を行うもの。 

 

 

 

 

２ 契約変更の概要 

 契約書に基づく物価スライド、および、法令等改正による費用増（空調冷媒の規制強化）に伴い、

工事費が契約額から増額する見込みとなったため補正を行う。 

 

 （内訳） 増額の見込み額    ４０３，３７０千円 

 物価スライドによる工事費用の増額  ３７３，６７０千円 

 空調冷媒の規制強化への対応   ２９，７００千円 

 

① 事業名 東北部工業技術センター整備事業 

② 事業場所 米原市梅ヶ原２２３０番２ 

③ 目的 施設整備等に係る業務 

④ 変更理由 下記のとおり 

⑤ 事業期間 令和５年３月16日から令和８年７月31日まで 

⑥ 契約金額 原契約  ３，４５４，０００千円 （R5.３月） 

  契約変更 ４，２４１，１６０千円  （R６．３月） 

  今回変更 ４，６４４，５３０千円 

  今回増額分   ４０３，３７０千円 

 

⑦ 令和７年度補正額 ２９，３２１千円 

⑧ 債務負担行為（令和８年度）の設定 ３８３，７２９千円 増額 

     （既設定額と合わせて２，０２８，６９３千円） 

 

⑦ ＋ ⑧ - 9,680千円（※） ＝ ４０３，３７０千円 

※令和６年度の繰越額からの不用額。 
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３ 変更内容と理由 

(1) 物価スライドによる工事費の増額（３７３，６７０千円） 

○ 変更内容 

事業契約書第４３条の規定により、契約締結日の属する月の指標値と、新設施設の着工

日の属する月の指標値を比較し、物価変動に基づくサービス購入料の改定を行うもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 空調冷媒の規制強化への対応（２９，７００千円） 

○ 変更内容 新冷媒対応エアコンへの変更 

 ２０３０年度温室効果ガス４６％削減の実現に向け、２０２５年から業務用エアコンの冷媒

は代替フロンのR32（地球温暖化係数が低い新冷媒）が義務付けられ、既存冷媒を用

いたエアコンは設置できなくなる。 

 事業契約書第５５条の規定により、法令変更等による費用増は県が負担するものであ

り、新冷媒対応エアコンの設置に要する経費を負担するもの。 

 

４ 経緯および今後のスケジュール 

・令和５年３月 事業契約の締結 

・令和６年３月 変更契約の締結 

・令和７年１月 着工 

・６月議会 令和７年度予算の補正、および、債務負担行為の設定 

・９月議会 事業契約の変更 

・（時期未定 契約書に基づく着工後の改定（物価上昇率が 1.0%を超えた場合）） 

・令和８年７月 竣工 

 

 

 

契約月 着工月

指
標

値

物価スライド

サービス購入料の改定（イメージ） 

R6年度 R7年度 R8年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

着工 竣工  供用開始～工事 引越
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単位：千円 

事   業   名 補正予算額 

（現計予算額） 

説            明 

 

【観光振興局】 

 

観光振興推進費 

 

 

 

 

 27,000 

 (637,810) 

 

㊀ 27,000 

 

 

 

 

 

 １ 滋賀デスティネーションキャンペーン推進事業 27,000 

令和９年秋(10月から12月)にＪＲグループ６社と本県が協力

して実施するデスティネーションキャンペーン(ＤＣ)の準備を

進めるため、(仮称)滋賀ＤＣ実行委員会に対して負担金の拠出

を行う。 

 

0 → 27,000 

令和９年秋のＤＣ実施が正式決定したことに伴う増額 

 

① 実施体制の整備費用 8,500 

② プレＤＣに向けた準備費用 12,000 

③ 周知・機運醸成費用 6,500 

 

[債務負担行為] 

期 間：令和８年度 

限度額：69,500 

内 容：(仮称)滋賀ＤＣ実行委員会に対して、負担金を拠出

するもの。 

・プレＤＣに向けた準備費用 69,500 
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滋賀県観光振興局

滋賀デスティネーションキャンペーン推進事業

1

■実行委員会への負担金 27,000千円（一27,000千円）

１ 実施体制の整備 8,500千円 ２ プレＤＣに向けた準備 12,000千円

３ 周知・機運醸成 6,500千円

(１)実行委員会の設置
8,500千円

ＤＣ推進母体となる実行委員会を設
置し事務局体制を整備する。

【構成員】県、BVB、JR、市町、観光関係
団体・事業者等

(１)素材集の作成
7,000千円

(債務負担R8 27,500千円)

ガイドブックやポスター
作成のための観光コンテ
ンツ（素材）の収集を進
める。

(１)キャッチフレーズ・ロゴマークの制作
2,000千円

各種プロモーションに利用するキャッチフレー
ズ・ロゴマークを制作する。

(２)周知活動の展開 1,000千円

県内外で開催される関連イベントとタイアップ
して滋賀ＤＣを効果的に周知する。

(３)サポーターの登録 1,500千円

地域でおもてなしを実践していただける県民・
事業者を募集し、機運醸成と地域ぐるみの誘客
促進のために広報資材を頒布する。

(４)キャンペーン特設サイトの構築
2,000千円

特設サイトを構築し、滋賀ＤＣの各種情報発信
を行う。

(２)宣伝販売促進会議
の企画・準備

5,000千円
(債務負担R8 42,000円)

全国の旅行会社へのＰＲに
向けて会議・エクスカーショ
ンの企画・準備を進める。

厚生・産業・企業常任委員会資料
令和７年( 2 0 2 5年 )６月 2 5日
商 工 観 光 労 働 部 観 光 振 興 局
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滋賀県観光振興局

令和6年度
(2024年度）

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

令和9年度
(2027年度)

令和10年度
(2028年度)

アクション
プラン

観光
キャンペーン

の展開

ＤＣの
事業展開

シガリズム観光ＣＰ
「いこうぜ♪滋賀・びわ湖」

(2024年9月～2025年10月)

シガリズム観光振興ビジョンに基づき、時機を捉えて行う先行キャンペーンと一体的・相乗
的にＤＣ期間（R8～R10年度）の集中的な誘客促進に取り組み、本県の観光産業の成長と経
済・社会の活性化につなげる。

ＤＣの事業展開

滋賀デスティネーションキャンペーン

戦国・豊臣観光CP
(2025年11月～2026年12月)

プレ
DC

DC
本番

アフター

DC

回復・変革期 成長期 成熟期

実
行
委
員
会
設
立

プレＤＣ

全国宣伝
販売促進
会 議

情報発信

素材集等作成

ｴｸｽｶｰｼｮﾝ設定

情報発信

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ
制作

招聘・販促
活動

ＤＣ本番

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ
ｲﾍﾞﾝﾄ

誘客活動

おもてなし

アフター
ＤＣＤＣ本番

の振り返り

総括

ﾚｶﾞｼｰ
創出

おもてなし体制構築

観光素材の開発 ブラッシュアップ

商品造成 → 販売

「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」の
推
進
を
通
じ
た
観
光
の
好
循
環
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